
学校だより 【重点教育目標】みんなが明日も行きたい！と思う学校に 
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校長   石井 健一 

令和６年１０月 １日 らいざん 
【緊急】【重要】見守りと見届けをお願いします 

１０月以降の行事予定 ※事情により変更する場合があります 
10/1(火) スクールカウンセラー午前来校 10/15(火) 後期始業式 給食なし 

全校１１：３０一斉下校 10/2(水) つばさ文庫読み聞かせ(１，３年) 

10/3(木) つばさ文庫読み聞かせ(２，５年) 

赤ペン先生（２時間目） 

10/16(水) 自由参観日 発育測定：低学年 

10/17(木) ＡＬＴ来校 発育測定：高学年 

10/4(金) つばさ文庫読み聞かせ(４，６年) 10/18(金) 秋の遠足  

10/7(月) 田んぼの草取り（５年生） 10/21(月) 芋ほり（1 年生） 

10/9(水) 前期終業式 給食なし  

全校１１：３０一斉下校 

10/25(金) 学校運営協議会 

10/28(月) ５年生稲刈り 

10/10(木)～10/14(月) 秋休み 10/29(火)

～30(水) 

給食試食会（２９日のみ）   

６年生修学旅行 10/13(日) 平原王墓まつり 

猛烈な暑さを記録した夏もようやく終わり、秋風が心地よい季節となりました。１年の中でも

学習効果が高いといわれている秋です。日々の学習を充実させていくとともに、10 月以降は稲

刈りや遠足、修学旅行、王墓まつり、文化まつりとたくさんの行事においても、子どもたちの笑

顔をたくさん見ることができるように取り組んで参ります。様々な場面で保護者の皆様、地域の

皆様からお力添えをいただくことがあると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、前期後半はスローガンに凡事徹底を掲げていました。毎朝、正門前で子どもたちとあい

さつを交わしていますが、笑顔であいさつできる子どもがとても増えたように感じています。子

どもたちの笑顔に、たくさんの元気をもらっている私です。皆様にもこの笑顔をお届けしたく、

紹介させていただきます。 

「凡事徹底」笑顔であいさつ 

雷山小学校で、実際にあったトラブル事例紹介です。個人を特定できないように、詳細な部分に

ついては控えさせていただきますが、ＳＮＳ等が発端となるトラブルは急激に増加しています。 

① 友達と一緒に撮影した動画や画像（顔の部分にはエフェクト加工）を交流サイトに上げた。 

（職員が一人の動画をきっかけに、雷山小児童がうつっている複数の動画や画像を容易に発見で

きた）このことがきっかけとなり、友達関係のトラブルに発展した。 

② オンラインゲーム（年齢制限あり）内で暴言を言い合い、友達関係が崩れてしまった。 

③ 通信アプリでのやりとりが発端となり、疎外感を感じた子が登校しにくくなった。 

④ 友達とトラブルになった際、相手を脅す言葉として「ＳＮＳにさらすぞ」と言った。 

⑤ 交流サイトの動画（子どもが上げた自身の動画）から、ＤＭのやりとりが始まり、学校内で会

うことになり仲良くなった。（こうした成功体験は、危険性を認識する力を奪っていくことに

もつながります） 

今や、ネット上でのやりとりで充足感を味わう人（大人も含めて）が急増しています。小学校は、

国語や算数だけでなく、生身の人とのやり取りを学ぶ場でもあります。相手の思いを推し量ること

や、自分の考えを適切に表現することは、社会で生きていくために大切なことです。そのトレーニ

ングを積んでいる児童期にネット空間へ入ってしまうと、当然のようにトラブルが発生します。だ

からといって全てを禁止すればよいのか、と問われれば、そうとも言い切れません。何よりも大切

なことは、私たち大人が、しっかりと「見届ける」こと「見守る」ことではないでしょうか。小学

生からスマホを持たせることへの是非については賛否両論ですが、持たせる以上は、大人の責任と

して確実な見守り（フィルタリングを含む）を実行する。大切な子どもたちが、被害者にも加害者

にもならないようにするために、保護者の皆様への切実なお願いです。 


